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神奈川県高圧ガス施設等耐震設計基準の見直しについて 

 

１ 経緯 

 ○ 県は、国に先駆けて高圧ガス施設に係る耐震設計基準を策定し、事業者の協

力のもと、高圧ガス施設の耐震性の向上を図ってきた。 

 ○ その後、国の基準が制定されたことから、より運用しやすい形に見直すこと

とした。 

 

２ 改正の方向性 

 ○ 国の基準と同等の部分は、国の基準と整合を図る。 

 ○ 国の基準よりも県の基準が上回っている部分は、現行の水準を維持する。 

 

３ 県民意見募集（パブリックコメント）の実施 

(1) 意見募集期間 

平成28年10月５日（水曜日）から平成28年11月４日（金曜日） 

(2) 提出された意見の件数 

延べ20件 

(3) 意見の反映状況 

反 映 区 分 件数 

Ａ 基準等に反映させたもの 10 

Ｂ 意見の趣旨が既に基準等に盛り込まれているもの 2 

Ｃ 今後の取組において参考にするもの 4 

Ｄ 基準等に反映できないもの 4 

Ｅ その他 0 

計 20 

(4) 基準等に反映できなかった意見とそれに対する本県の対応 

○ 国の基準に合わせて、県基準の緩和を図るべき（２件） 

○ 県基準を現状よりも厳しい内容にすべき（２件） 

 ⇒ 今回の改正は、国の基準との重複を排し、運用のし易さを確保すること

が目的であり、指導の強化又は緩和を図るものではないことから、改正基

準に反映しないこととして整理した。 

 

４ 今後のスケジュール 

 平成29年１月下旬 パブリックコメント実施結果及び改正基準の公表 

      ２月～  コンビナート事業所等への説明 

      ４月   改正基準の施行 

 

 

資料４ 


